
横浜市ＥＳＤ推進コンソーシアム交流報告会（教職員の部） 

１ 目的 

・各校の教育活動を第４期柱２施策２の視点で振り返り、実際の子どもの声を基に、

子どもたちが望む学びや学校について理解を深める。

・「こどもの意見表明」や「アンラ―ン（unlearn：学びほぐし）」の視点から持続可能な

社会の創り手育成（ＥＳＤ）について考える価値を認識するとともに、子どもたちが  

望む学びや学校をどのように設計していけるかについて考えを深める。 

・参会者同士の意見交流を通して、各学校のＥＳＤの充実につなげる。

２ テーマ

「ヨコハマ_ラーニング・コンパス」～子どもたちが望む未来へ教育を進める～ 

３ 日時 

令和７年１月 25日（土）１３：３０～１６：４５ 

４ 会場 

横浜市技能文化会館 ８階 802大研修室

５ 参加者 

ＥＳＤ推進校の教職員をはじめとする市立学校教職員、 

ＥＳＤ関係者、企業等関係者 約 50人 

６ 時程及び内容 

時刻 内容 

１３：１５ 受付開始 

１３：３０ 【開会】 

１３：４０ 【ともに未来を創るワークショップ】 

午前に開催した「児童・生徒の部」のアンケート結果や成果物を分析するこ

とを通して、子どもたちが望む学びや学校について理解を深めた。 

１４：２５ 【休憩】 

資料 



１４：３５ 【講演と協議】 

「これからのＥＳＤをこどもの意見表明とアンラ―ンから考える」 

講師 国立社会保障・人口問題研究所 

主任研究官 佐々木 織恵 氏 

講演の内容をもとにグループ協議をすることを通して、「こどもの意見表

明」や「アンラ―ン」の視点からＥＳＤについて考える価値を認識するとと

もに、子どもたちが望む学びや学校をどのように実現していけるかについ

て考えを深めた。 

１５：５０ 【休憩】 

１６：００ 【振り返り】 

○意見交流「ともに未来をつくるために、あなたが考える“学校の役割”とは」

○講評

国立社会保障・人口問題研究所   横浜市教育委員会 教育委員 

  佐々木 織恵 氏    森 祐美子 氏 

○感想交流

１６：３５ 【閉会】 



７ まとめ 

（１）交流報告会事前アンケート結果

冒頭のアンケート結果によると、「地域や社会の課題を自分たちで解決できると思うか」

という問いについて、児童・生徒の部（子ども）は肯定的な回答が約 90％であったのに対

し、教職員の部（大人）の回答はその割合が 60％台にとどまっていた（図１）。大人と子ど

もの間に認識の差があることを共有することから、交流報告会を始めた。 

また、同アンケート内の「どのような学びや学校を、子どもは望んでいると思うか」と

いう問いに関しては図２のような結果が得られ、それ以外にも、自己実現と選択の自由、

安心・安全な環境、社会とのつながり、協力と対話、未来への希望についての回答が寄せ

られた。参加者は「自分たちがやりたいことを自分事として自己決定して学ぶこと」「安

心して自分らしさを発揮できる学校」を子どもは望んでいると予想していた。 

図１「地域や社会の課題を  図２：テキストマイニング（実施後に再分析） 
自分たちで解決できると思うか」 「どのような学びや学校を、 

子どもは望んでいると思うか」 

（２）「こどもの意見表明」や「アンラ―ン」の視点でのグループ協議 

講演の内容をもとにしたグループ協議では、次のような発言があった。 

・学校にずっとあるもの、これまで当たり前にやってきたことを見直して、柔軟に考える

ことが大切である。

・教師として、教えなきゃいけないことは教えなきゃいけない。だからこそ、大人の「当

たり前」を押し付けないようにしたい。

・先生は、子どもの解決する道標を固定しがち。でも、子どもに任せてみれば、子どもな

りに学びを得ている。ただ、子どもにつける力との兼ね合いが大事。

・心の持ちようについての変容がないと、新たな価値を創出していけない。

・アンラーンって難しい。だからこそ、大人が素直に考えてみることや子どもの話を聞い

てみる姿勢を大切にしたい。

・「一回積み上げたものをくずすイメージ」を大切にしたい。きっと、正解が一つという

ことはないから。時代が変わっているのに、同じことをしていても衰退するだけだから

こそ、アンラーンが大切だと思う。 

・体験や経験を通して感じた子どもの「気付き」は、「伝えたい」という欲求につながっ

ていくのではないか。学校も企業も外部人材とのつながりを通して、互いの課題を解決

していくことができるとよい。



（３）交流報告会全体を通した振り返り

「ともに未来を創るために、あなたが考える“学校の役割”とは」という問いに対し、

参加者からは「当たり前に長年行ってきたことを問い直すことは、学校にとって大変なこ

とではあるが、社会がものすごいスピードで変化するのだから、学校もアンラーンしてい

くことが大切だ。」「教師（大人）が子どもと目線を合わせて一緒に考えたり試行錯誤した

りしながらトライアンドエラーできる時間こそが大切であり、“ともに未来を創る”ことに

つながるのではないか。」といった回答があった。また、テキストマイニングしたところ、

「アンラーン」「つながり」「子ども」といった単語を使って、考えを深めた参加者が多か 

ったようだ（図３）。 

「ともに未来を創る」ための学校の役割には、子どもが意見を表明することのできる機

会の創出、子どもの思いを受け止めること、多様なステークホルダーとのつながりといっ

た視点が重要であると言える。このような学校・学びにおいて、子どもは安心して自分ら

しさを発揮しながら、主体的に学んでいけるのだろう。 

図３：テキストマイニング（実施後に再分析） 
「ともに未来を創るために、あなたが考える“学校の役割”とは」 


